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・
ソフトウェアの変更
ソフトウェアのログイン

・ スキャナーアップデート
スキャナー日本語対応
スキャン状況通知
スキャン効率化
画像トリミング
穴埋めスキャン
咬合床スキャン
スキャン＋インポート
デザインフロー変更
スキャン設定の効率化

・ ソフトウェアアップデート
テンプレート・リクエスト
歯牙ライブラリーの拡張
パラメータ・ファイルの追加

ビジュアライゼーション
アクセスホール強化
バーチャル・ジンジバ

患者データのアーカイブ

・
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・関連する を掲載しています。

・関連する を掲載しています。
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掲載されている の中には、
以前のバージョンのファ

イルも含まれております。
予めご了承頂き、ご参考としてください。
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ソフトウェアの名称とアイコンが変更になります

旧名称： バージョン まで

新名称： バージョン から
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➢ ユーザー名を及びパスワードを使用し、
にログインします。

➢ と同じ構成となります。
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日本語対応：
ソフトウェアに続き、スキャナーのインターフェースが日本語に対応

• インターフェースが日本語対応し、ソフトウェアがさらに
使いやすくなりました。
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スキャン状況通知：

スピーカー＆ ライト機能が起動し、スキャン結果を光と音で通知します。

光の種類により、状況を把握が可能となりました。

スキャンエラーなど、アクションを実行
する必要があるときの警告

Blue LED
スキャンプレート準備動作の実行と
スキャン準備完了

Green LED
スキャンが完了し、次のスキャンアク
ションの準備が完了

〖 〗
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LED：オクルージョンスキャン時の例
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スキャン時間の効率化：

Ⅾメッシュ化を待たず、次のスキャンの同時進行

＊Locatorスキャン時は、一部連続
スキャンができません。

連続スキャン

⚫ 前工程のスキャンがメッシュ
化されている間に、次のアイテム
のスキャンを開始できます。

⚫ 次のアイテムをスキャンする前に
メッシュが完了するのを待つ必要
がないため、スキャン効率が格段
に向上しました。

〖 〗
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画像トリミング ：

⚫ スキャン終了後、 上で即座に
不要な部分をトリミングすることが
できます。

⚫ 綺麗なデータをデザイン画面に取
り込むことが可能です。

〖 〗
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KAVO LS3 Scanner
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スキャン中にトリミングが行えます。
上部の【 】をクリックします。

左ドラッグで不要なデータをトリミングすることができます。

【 】 データ・トリミング機能

【 】をクリックします

【 】
を決定します

ドラッグして不要なデータをトリミングします

設定が完了したら【 】をクリックします。

のみの機能となります
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穴埋め ：

⚫ スキャンモジュールの穴埋めの設
定をスキャンオブジェクト毎に選択
できます。

⚫ 変更後は、デフォルト設定として
保存されます。

〖 〗
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KAVO LS3 Scanner

のみの機能となります
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【スキャンの設定を行います】

上部の症例名をクリックします。
ソフトウェア から【 】をクリックします。

【 】 から、カラースキャンの設定が行
えます。
【 】のチェックを入れると、カラース
キャンモードになります。

＊スキャン対象物ごとに、 が切り替えられます

【 】 カラースキャンの設定

【 】から、スキャン対象物の甘梅設定が
行えます。

【 】
穴埋め機能の 設定
チェックを入れると となります

【 】
全てのスキャンデータに出来た、小さい範囲の穴を
自動で埋めます。

【 】
それぞれの対象物ごとに、穴埋め設定を行なう事が
できます。

：穴埋めなし
：小さい穴埋め
：大きい穴埋め

症例名をクリックします

【 】
をクリックします

【 】 スキャンの穴埋め設定

チェックを入れるとカラーモードに
なります

設定が完了したら【 】をクリックします。
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：

咬合床を使用した無歯顎スキャン：

改良されたスキャニングアルゴリズ
ムにより、咬合床を使用して無歯顎
をスキャンすることができます。

これにより、様々な基準線や咬合平
面を データで得ることができます。

〖 〗
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スキャンのインポート：

⚫ 「スキャンアライメント」機能が導
入され、スキャンとインポートのフ
ローを組み合わせることができます

中に、別の ファイルをインポートし置き換えることが出来ます。
暫間補綴装置のサブ・ジンジバルカントゥアをスキャンに取り込みたい場合などに有効な機能です。

暫間補綴装置のスキャンデータを
ファイルでインポート

口腔内で整えられた、
プロファイルをスキャン
データに再現可能

模型スキャンや から取得したデータに、
別の ファイルをインポート

〖 〗
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KAVO LS3 Scanner
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に必要なデータ：

例： 症例
テンポラリークラウンのサブ・ジンジバルカントゥアを
スキャンデータに取り込む方法

❶ロケータースキャン

❷顎スキャン どちらか一方のデータ
テンポラリー付き
テンポラリーなし

❸診断スキャン

❹ テンポラリースキャンデータ

通報に従い、模型スキャン模型もし
くは、 データのインポートを実行
します。

【アライメントの確認】の項目まで進
み、画面左上の【インポート】を選択
します。

のアライメントをリセットする警告が出ますので、【 】をクリックします。

顎スキャンの際にテンポラリー の情報が
ない場合は、後にインポートするスキャンデータとのマッ

チングポイントが失われる場合があります。

❹テンポラリースキャンデータ

のみの機能となります

インポートするテンポラリーのスキャンデータ

❶ ロケータースキャン ❷ 顎スキャン
テンポラリー付き

❷ 顎スキャン
テンポラリーなし

❸診断スキャン

インポート画面

：
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KAVO LS3 Scanner
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画面左下の、【インポート】をクリックし、インポートするファイルを選択します。

追加されたファイル

ファイルが追加されたら、追
加ファイルをクリックし、画面
に表示されたデータに間違い
がないかを確認します。

対象の歯列を選択します。
ブリッジの場合は、左ドラッグ

スキャンアイテムの項目から、【診
断】を選択します。
【診断】の項目から、スキャンに使
用した機器を選択し、【終了】をク
リックします。

対象のデータにチェックが入ったら、
画面下の【次へ】をクリックします。

もともとスキャンしたデータと入れ替
わります。

のみの機能となります

【インポート】をクリック

： ：
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KAVO LS3 Scanner
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置き換えられたファイル

スキャンデータの方向を調整し、画面下の
【終了】をクリックします。

【アライメントの確認】から、【開
始】をクリックします。

アライメントの項目から、【診断】を
選択します。

【アライメントを手動で初期化】を
クリックします。

顎スキャンの際に、テンポラリーのス
キャンデータがない場合は、手動で
アライメントを行います。

のみの機能となります

： ：
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KAVO LS3 Scanner

11.2019

操作ボタンを使用し、左右の ビューアーの向きを揃えます。

アライメント：
顎スキャンの状況により、右図の通
り、アライメント方法を選択します。

本項では、【手動マッチング】を行い
ます。

❷ 顎スキャン
テンポラリー付き

❷ 顎スキャン
テンポラリーなし

すべてのスキャンを再アライメント： 自動
顎スキャン実行時に補綴データを読み込ん
でいる場合は、歯冠部にマッチングポイントが
あるため、オートマッチングが可能となります。

アライメントを手動で初期化： 手動
顎スキャン実行時に補綴データを読み込んで
ない場合は、診断スキャンがインポートした
データに置き換えられてしまうため、歯冠部の
マッチングポイントは顎データとなります。

インポートしたデータと、顎データの同等の位置に、 点のポ
イントを付与します。

画面下の【次へ】をクリックします。

のみの機能となります

： ：
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KAVO LS3 Scanner
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： ：

【自動アライメントの場合 推奨 】アライメント調整の完了。
【終了】をクリックします。
再度ロケーターのアライメント確認後、スキャン工程を終了させます。

インポートしたデータが、顎
データの補綴装置歯冠部
にマッチングします。

アライメントの確認後、
画面下の【終了】をクリック
します。再度ロケーターのア
ライメント確認後、スキャン
工程を終了させます。

全てのスキャンを再アライメントをクリック

のみの機能となります
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スキャンのインポート：

⚫ 設計ケース「ライブラリの歯から開始」または「診断

から開始」の選択がケース設定に移動しました。

選択した復元タイプに関係なく同じワークフローで行えます。

〖 〗

・
・
・
・
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スキャン設定の効率化：

⚫ ベースの

⚫ ホームページの詳細タブで、設計段階で選

択されたベースの概要を確認できるようになりました。
選択した復元タイプに関係なく同じワークフローで行えます。
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からサージカルテンプレートの ファイルを

出力し、 ソフトウェアで編集可能となりました。

＊ のみ

＊コネクトが必要です

DTX Studio™ Implant

患者情報のデジタル化 検査診断・治療計画

製造所の選択

および ファイル
のインポート

デザイン

から出力したデータを、

ソフトウェア内で受け取り、編集可能となり

ました。

〖 〗
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歯牙ライブラリーの拡張：

追加料金の必要はなく、歯牙ライブラリーが拡張しました。

機能性や審美性の幅広い選択肢

◼ 上顎前歯： セット
◼ 下顎前歯： セット
◼ 上顎臼歯： セット
◼ 下顎臼歯： セット ： セット

〖 〗
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パラメータファイルの追加：

◼ ラボで修復物設計を行う際に、現存の ブロックのパラメータファ
イルを使用することが可能です。

＊ パラメータファイルには最小厚みの情報が含まれます。
＊ パラメータファイルは、 から取得できます。
＊ および ライセンスのみの機能となります。

〖 〗
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のビジュアライゼーションが現実化：

角度付きスクリューチャンネルの設計時に、実際
のスクリューアクセスホール形状を確認できます。

補綴装置に対するアクセスホール径を視覚的に
見ることが可能になりました。

製品：
ノーベルプロセラ アバットメント
ノーベルプロセラインプラントブリッジ

製造：ノーベルプロセラ・センター
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スクリューアクセスホールの強化：

インプラント修復に必要な最小厚みが、
アクセスホール周囲のフレームにも適応になりました。

これにより、より強固な補綴装置のデザインが行えます。

Wall thickness

Wall thickness
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歯肉デザイン機能：

CADによるフルデザイン。

・様々なカットバック・デザイン
(フル、パーシャル、セパレート)

・ワックスアップ・スキャンにも対応

FOR - Foundation for Oral Rehabilitation

fixed-implant-prostheses-introduction

https://www.for.org/en

より転載

〖 〗

〖 〗

・
・
・
・

https://www.for.org/en
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“ ”：

同じデザインセッションで
アバットメント クラウン アバットメント ブリッジ
のデザインが可能となりました。

＊：レンタルオープンライセンス以上が必要です。

＊：アバットメントは 制作
：クラウンは ー 製作

〖 〗

〖 〗
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“ ”： 同じデザインセッションで
アバットメント クラウン アバットメント ブリッジ
のデザインが可能となりました。

＊：レンタルオープンライセンス以上が必要です。

製品：

➢ アバットメント

➢ アバットメントベース

➢ クラウンまたはブリッジ

製造：

➢ アバットメント

➢ クラウン ブリッジ

➢ クラウンのアバットメント・フレーム

インプラント選択 Universal Base

Universal cylinder

Abutment frame

デザイン

Crown

デザイン
Spit file

＊：アバットメントは 制作
：クラウンは － 製作



新機能ガイド

11.2019

回転防止溝：

アバットメントに回転防止溝を作成できます。
機能を併用すると、クラウン内部に回転防

止が形成されます。

〖 〗
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アーカイブ：

患者データのアーカイブ機能が追加されました。
アーカイブされたフォルダをより簡単に検索できるようになりました。

アーカイブ解除を選択し、患者データを戻す事も可能。



新機能ガイド
〖 〗

11.2019

コミュニケーション：

を所有しているユーザーは、
の「 」から修復を注文。
（ ファイルと写真も送信可）

のユーザーが で直接リクエストの
受け取りが可能となりました。

ソフトウェア画面

画面

〖 〗
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修復物オーダーリクエスト 《受信側》

➢ オーダーリクエストが行われると、コネクト先へ電子メールで通知が送信
されます。

➢ DTX Studio™ Go【受信リクエスト】からオーダーの確認が取れます。

➢ 【DTX Studio™ design(DTX Studio™ Lab)】ソフトウェアを起動し、
【Request】から受信したデータを確認します。

電子メール受信画面
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修復物オーダーリクエスト 《受信側》

《 DTX Studio™ design(DTX Studio™ Lab) 》

➢ ダウンロード後、設定画面に移行します。

➢ DTX Studio™ Labソフトウェアで通法に従い設定
を行います。

➢ トップ画面に【Scan or import model】が表示
されたら、【DEFINE SCANS】を選択します。

➢ IOSデータの設定画面から、通法に従いScan設
定を行います。

➢ 添付したデータが選択されています。

《 》ケース設定画面

添付したスキャンデータの設定

《 》 トップ画面 スキャンデータ設定画面

DTX Studio™ Lab
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ソフトウェア操作方法など
ご不明点などございましたら、ノーベル・バイオケア・ジャパン株式会社
プロセラ・テクニカルサポートまでご連絡ください。

プロセラ・テクニカルサポート
：

営業時間：月～金 時 時（土・日・祝日は除く）


